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『もし、世界に
 わたしが いなかったら』
文／ビクター・サントス　
絵／アンナ・フォルラティ　
訳／金原瑞人
1,980円（西村書店）

私は何百年も前に生まれ、人々
の暮らしに寄り添ってきました。
私は言葉。ひとつの言語が滅び
ると、ひとつの文化が滅びます。
世界の言語のうち、文字で書き
とめることができるのは、57％
にすぎないそうです。

『まく！ まく？
おなじよみで、ちがういみ』
作／市原 淳
1,540円（創元社）
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て「いただきます」。
日本語はなんて同音異義語が多
いのでしょう！

『ことばのはじまり!!
 語源大図鑑』
編／国土社編集部　
監修／青山由紀
4,400円（国土社）

日本語は、もともと日本にあった
「和語」と、古い時代に中国から入
ってきた「漢語」と、ヨーロッパや
アメリカから入ってきて日本語と
して定着した「外来語」の３つから
できています。ややこしや……。

『ことばのかたち』
作／おーなり由子
1,485円（講談社）

もしも話す言葉が目に見
えたなら、どんな形をし
ているでしょう。たとえば、
美しい言葉は花びらの形、
人を傷つけてしまう言葉
は針の形。なにげなく発
した言葉を相手がどう受
け止めるかでも変わって
しまいそうです。

『ことばコレクター』
作／ピーター・レイノルズ　
訳／なかがわちひろ
1,650円（ほるぷ出版）

ジェロームは言葉を集めて
います。音やリズムや響き
がすばらしいものを、きち
んと種類ごとに分けていき
ました。ところが、すってん
ころりん！ 転んだ拍子に全
部、飛び散ってしまいました。

『絵くんとことばくん』
作／天野祐吉　
絵／大槻あかね
1,430円（福音館書店）

４年生の少年は、現在500
円のおこづかいを1,000円
に値上げしてもらおうと思
案中です。ポスターをつくっ
てキッチンに貼り、お母さ
んに訴えようという作戦に
でました。どんなポスター
ができあがるでしょうか？

『ひらがなさん、じけんです！』
作／正高もとこ　
絵／市原 淳
1,540円（くもん出版）

みんな仲よしのひらがな村であ
る日、「む」や「か」や「え」のて
んがなくなってしまいました。次
の日は「に」や「は」や「ほ」の、
左側がなくなっていました。犯
人は誰なのでしょうか？

こ
と
の
は

『日本語 あそび学
平安時代から現代までの
 いろいろな言葉あそび』
監修／倉島節尚　著／稲葉茂勝　
絵／ウノ・カマキリ
1,980円（今人舎）

語呂合わせはもちろん、かけ言葉、あ
たまとり、畳

じょうご

語、アナグラムなどが盛
りだくさん。ぎなた読み、山号寺号な
どは古くから楽しまれてきた言葉遊
びだとか。

『ことばさがし絵本 
あからん』
作／西村繫男
品切れ中（福音館書店）

「あんぜんちたいで あさの 
あいさつ」「うめのはなさき 
うぐいすと うた うたう」な
ど、「あ」から「ん」まで、楽
しいあたまとり言葉のオン
パレード。

『日本のことばずかん 
あじ』
監修／神永 暁
2,750円（講談社）

「五穀豊穣」や「早苗」など、
田づくりから生まれた言葉
や、台所道具の名前、文学に
登場するおやつの名前。食
べものを詠んだ短歌など、言
葉にもさまざまな味わいが。

『日本のことばずかん
 はな』
監修／神永 暁
2,750円（講談社）

はなと聞いて思い浮かべる
のは、桜？ お花見？ 「花が
すみ」「花いかだ」「花ふぶき」
など、桜に関する言葉だけ
でもたくさんありますね。
ユニークな名前の植物も紹
介されています。

『声にだすことばえほん
 おっと合点承知之助』
文／齋藤 孝　絵／つちだのぶこ
1,485円（ほるぷ出版）

「おっと合点承知之助」や、
「恐れ入谷の鬼子母神」「そ
の手は桑名の焼き蛤」など
は、つけ足し言葉といいま
す。相手の言葉に対して発
する、合いの手のような元
気の出るものばかりです。

『声にだすことばえほん
 外郎売』
絵／長野ヒデ子　編／齋藤 孝
1,485円（ほるぷ出版）

外
うい

郎
ろう

売
うり

は1718（享保３）年
に初演された歌舞伎の演
目。飲むと口が回りだして
止まらなくなる丸薬「うい
ろう」を売るために、てん
こ盛りの早口言葉をまくし
たてます。
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『えがかわる しかけえほん
 びっくり クリスマス』
絵／アドリア・メザーブ
1,540円（岩崎書店）

矢印を下に引っ張ると、びっくり仰天の華
やかな仕掛けがあらわれます。小さな子
と会話しながら読み進められます。

『はじめまして、サンタさん』
作／ジャーヴィス　
訳／まきもりれい
1,870円（岩崎書店）

リビングでサンタさんに会え
た女の子は、飼っている魚たち
を紹介したり、笛を吹いて聞か
せたり、一緒にクッキーを食べ
たり、楽しい夜を過ごします。

『さむがりやのサンタ』
作・絵／レイモンド・ブリッグズ　
訳／すがはらひろくに
1,320円（福音館書店）1974年

12月24日の朝、バカンスの夢
を見ていたサンタは時計のベ
ルで起こされます。トナカイた
ちにエサをやり、朝ごはんを食
べて、「寒い寒い」と言いながら
出発の準備をします。

『サンタおじさんの いねむり』
作／ルイーズ=ファチオ　
文／まえだみえこ　
絵／かきもとこうぞう
1,320円（偕成社）1969年

サンタさんはプレゼントを配りながら、
途中でちょっと休憩。サンドイッチと
あたたかいコーヒーをいただきました。
おなかがいっぱいになったと思ったら、
なんだか眠くなってしまい……。

『はじめての クリスマス』
文／マック・バーネット　
絵／シドニー・スミス　訳／なかがわちひろ
1,760円（偕成社）

世界じゅうの子どもたちにプレゼン
トを配り終わったサンタは、家に帰り
眠るだけ。翌日からは、またおもちゃ
づくりが始まります。そんなサンタに
楽しいクリスマスをプレゼントしたい
と思ったエルフたちは……。

『クリスマス・キャロル』
著／チャールズ・ディケンズ、オスカー・ワイルド
訳・著／村岡花子
1,980円（講談社）

金の亡者のスクルージが主人公のディ
ケンズの表題作と、ワイルドの「しあわ
せの王子さま」を村岡花子さんの訳で。
村岡さん作の「さびしいクリスマス」も
合わせ、３編収録。

『さがしえ えほん 
 クリスマスみ～つけた！』
作／おかじまちはる
1,540円（ポプラ社）

双子のクリスとマリーは、クリ
スマスパーティーの準備のた
め、町へお買い物に出かけま
した。にぎやかな商店街の中
から、お目あてのものは見つ
かるでしょうか。

『しごとを なくした
 サンタさん』
作／スティーヴン・クレンスキー
絵／Ｓ．Ｄ．シンドラー　
訳／こみやゆう
1,870円（好学社）

子どもたちへおもちゃを届ける仕事をしていたサンタさんで
すが、段取りが悪くて小人たちから不満の声があがりました。
そこで、自動宅配飛行船とサンタさんのどちらが効率よくプ
レゼントを配れるか、勝負をすることになりました。

『ちいさなもみのき』
作／マーガレット・ワイズ・ブラウン　
絵／バーバラ・クーニー　
訳／かみじょうゆみこ
1,210円（福音館書店）1993年

森のはずれに小さなモミの木が立って
いました。種が風に運ばれて根を張り、
７回目の冬が過ぎたころ、男の人がそ
のモミの木を切って家に運びました。

『まどから おくりもの』
作／五味太郎
1,100円（偕成社）1983年

サンタさんは、窓から見える動
物たちにプレゼントを配ります。
穴あきの部分から見えている
ものが、本当は違っていて、意
外性が楽しめます。

『ぐりとぐらのおきゃくさま』
作／なかがわりえこ　絵／やまわきゆりこ
1,100円（福音館書店）1967年

森の中で見つけた大きな足跡は、な
んとぐりとぐらの家まで続いていまし
た。玄関に入ってみると、いい匂いが
します。台所では白いヒゲの大きな
おじさんが料理をしているようです。

『よるくま 
 クリスマスのまえのよる』
作／酒井駒子　1,210円（白泉社）2000年

自分のところにはサンタさんは来な
いかもしれないと不安な男の子。眠
れないでいると、そこへよるくまが
やってきます。よるくまはサンタを知
らないというので、クリスマスツリ
ーを見せてあげました。

『しごとを みつけた
 サンタさん』
作／スティーヴン・クレンスキー
絵／Ｓ．Ｄ．シンドラー　
訳／こみやゆう
1,760円（好学社）

サンタさんが若かったころ、煙突掃除や郵便配達、動物園と
いろいろな仕事につきました。けれど、どれも長続きしません。
サーカスをクビになったとき、小人たちが家に招待してくれ
ました。

『ゆきのひの プレゼント』
作／たなか鮎子 
1,650円（世界文化社）

おなかをすかせた雪の妖精
スノーイーは、町でケーキ屋
さんの男の子、ピコと知り合
いました。ケーキをごちそう
してもらったお礼に、ピコを
氷のお城に招待しました。

『うまやの クリスマス』
文／マーガレット・ワイズ・ブラウン　
絵／バーバラ・クーニー　訳／松井るり子
1,650円（好学社）

いちばん星が明るく輝く夜のこと、ひ
とりの赤ちゃんが誕生しました。動
物たちにもお祝いされ、その赤ちゃ
んは多くの人々に愛されました。

『ゆきのもりの おくりもの』
文・絵／リンデ・ファース　訳／西村由美　2,090円（岩波書店）

ソフィーはクリスマスの朝、すてきなことを探しに森へ出かけました。そこでヘラジカに出会い、
大きな森へと誘われます。森ですばらしいことを思いつきました。

2023年続編・2024年

読みもの
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今号の
注目

34

※出版社五十音順　※　は右開きの本。

	 マークは乳幼児から、　　は中・高校生も楽しめる本です。

定期購読者限定プレゼント

34

もう
読んだ？

新刊絵本プレゼントの詳細は、このページの下欄をご覧ください。

※�JPIC直販の定期購読の方に、抽選で新刊絵本100冊から1冊をプレゼントします。巻末のアンケートハガキまたはホームページのアンケートフォーム�
から応募してください。

右

『イグアノドンのツノは なぜきえた？
 すがたをかえる恐竜たち』　
文・絵／ショーン・ルービン
訳／千葉茂樹
1,760円（岩崎書店）

『くまくまパンまつり』
作／西村敏雄
1,540円（あかね書房）

『ともに生きる 山のツキノワグマ』
写真・文／前川貴行
1,650円（あかね書房）

『こまった こまった』
文／ふしみみさを
絵／山村浩二
1,540円（アリス館）

おねしょをすると顔にかかってしまう
コウモリ、握手がうまくできないタコ、
ポケットの中を片づけられないカンガ
ルー。あらら、お風呂が大嫌いで黒ウ
マになってしまったシマウマ。みんな
何かに困っています。

今日は年に一度のパンまつりの日。く
まさんとしろくまさんはできたてのパ
ンを車に積んで出発です。森の広場に
は、動物のパン屋さんが集まってにぎ
やかです。みんなは持ってきた食べも
のと好きなパンを交換します。

日本にすむ１００種類くらいの鳥や動
物たちを写真に撮ってきた動物写真家
が、本州と四国では敵なしの野生動物、
ツキノワグマの姿を追いかけました。
変化してきている人と動物の関係。と
もに生きることを考えるきっかけにな
るでしょう。

『地球に暮らす ぼくたちへ』
作／中川ひろたか
絵／松田奈那子
1,705円（アリス館）

『空気を変える 　
 地球で生きつづけるために、
 今わたしたちができること』
文／デビー・リヴィ　
絵／アレックス・ボーズマ　訳／宮坂宏美
1,870円（あすなろ書房）

『ふきふき ぱっ！』
作／矢野アケミ
1,210円（アリス館）

『ビーチサンダル号 海へ！　
 プラスチックゴミから船をつくった少年』
文／L・R・ロッディング、D・パバリー
絵／M・M・ムワンギ　訳／千葉茂樹
1,870円（あすなろ書房）

『ポコペン！』
文／ギョウ・ヤマグチ　　
絵／いしいつとむ
1,870円（イマジネイション・プラス）

『にじ』
監修・写真／武田康男
構成・文／小杉みのり
1,430円（岩崎書店）

『ねこねこねこ ねこねこねこ』
著／北村 人
1,650円（アノニマ・スタジオ）

『ほんのむこうへ』
作／なかいかおり
1,540円（岩崎書店）

物語が大好きな６人の子どもたち。今
日も、本の中に入っていきました。何
のおはなしかわかりますか？　子ども
たちも、あっちこっちで大活躍してい
ます。よく見て探してみましょう。絵の
中に隠れているのは、子どもたちだけ
ではありませんよ。

ぼくたちは、地球という星で、命をつな
いできました。これから先も、生きて
いかなくてはなりません。さまざまな
人々も、生きものたちも一緒です。み
んなが、等しく、楽しく、自由に、幸せ
に生きていくために、今、もう一度考え
てみませんか。

炭素は燃やすと二酸化炭素になります。
地球に悪影響のある二酸化炭素を取
り込み、地球を助けているのはコンブ・
マングローブ・土の3つです。では、人
間は何ができるのでしょう？

バスが出発しようとしたとき、ばっし
ゃーん！と泥がとんできました。バスの
窓は泥だらけ。そんなときはぞうきん
を持って、「ふきふき ふっふ」と拭いて
あげましょう。きれいになった窓から、
誰が見えるかな？

ケニアに住む少年ジュマは、海岸に流
れ着くたくさんのビーチサンダルで船
をつくれないだろうか？と考えました。
集めた10トン近くのプラスチックゴミ
を溶かして固め、ビーチサンダルをの
ばしたシートで船体を覆えば完成です。

公園で友だちと缶蹴りをして遊んでい
るまあくん。鬼になったまあくんはい
つまでたっても「ポコペン！」と言えず
鬼のまま。するとトムくんが「鬼ばかり
じゃつまんないよね」と鬼役を代わる
と言ってくれました。

雨あがりに音もなく空にあらわれる虹。
雨がやんで晴れてきたら太陽と反対側
の空に見ることができます。虹は雨の
カーテンに映った太陽の光。たくさん
の色が生まれる秘密は、雨粒の不思議
なレンズにあります。

「０」というだーれもいないところから、
ひとつずつ数が増えていきます。「１」は、
ゾウ１頭だけど、「２」はリンゴ１個とク
マ1頭。「３」は……と、いろいろな組
み合わせで数を紹介していきます。最
後に１０の動物が勢ぞろいします。

恐竜の姿は、発見された化石をもとに
古生物学者が骨格標本を組み立て、復
元画家が絵を描きます。新しい発見が
あるたびにその姿は変わっていきまし
た。今考えられている姿も、いずれ新
発見によって変わるかもしれません。

2024年6〜8月に発売された新刊絵本の中から、
読みきかせにもおすすめの100冊を選びました。
子どもたちとすてきな時間を過ごしてください。

街中の建物と建物の間に小
さな森がありました。そこに
ゾウがいることを知っていた
のは隣に住む少年だけです。
ある日森は売り出され、木は
切られることになりました。
大事な友だちを守るため、少
年は考えました。

『ぼくのひみつの ともだち』
作／フレヤ・ブラックウッド
文／椎名かおる
1,870円（あすなろ書房）

編集の山浦真一さんより ―――――――――――――――――

原書を見た瞬間、心をわしづかみに！　でも原書は文字なし絵本。
絵を丁寧に読むことに慣れていない人には伝わりにくいかも
……という懸念も同時に湧いてきて、読者を助けるヒントになる
ような短い文章をつけては？　と編集部で話し合いました。今、
注目のケイト・グリーナウェイ賞受賞作家の作品。版権がとれる
かどうか、また日本版オリジナルの文章も許可が得られるかが
心配でしたが、無事クリア。言葉が絵の邪魔をしないように細心
の注意をはらいました。

『私は十五歳』
原案／アズ・ブローマ
絵／なるかわしんご
1,870円（イマジネイション・プラス）

『ねこ にゃん これなーんだ？』　
作・絵／ももろ
1,320円（岩崎書店）

「これ、なーんだ？」「ねこ にゃん」。ネ
コ、ゾウ、コップ……と、次々に出てく
るシルエットを見て、あてっこしながら
楽しめます。でもページをめくると、驚
きの答えばかりです。

迫害され、命の危険があるために日本
にやってきたのに、難民と認められな
い人たちがいます。在留資格も認めら
れず「仮放免」という不自由な生活を
強いられるのです。そんな子どもによ
る絵画作文が絵本になりました。

『ジャジャーン！』
作／いわいまき
絵／山口マオ
1,430円（あかね書房）

『きょういちにちの ラッタッタ！』
人形／柚木沙弥郎
絵とことば／荒井良二
1,870円（アリス館）

今日一日の朝が来て、オペレッタが始
まります。ここの街は輝いていて、広場
に集まる人たちもみんな生き生きして
います。元気のスイッチをぱっと入れて、
ラッタッタ　ラッタッタ！　夜が来るま
で続きます。

あらあら、誰かがカーテンの向こうに
隠れています。にょろにょろしている
のは誰かな？　ジャジャーン！　カー
テンをあけたらヘビでした。さあ、お
次は誰でしょうか？ 正面と横向きの
シルエットをよーく見てください。

右
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JPIC 読書アドバイザーおすすめ !

プログラム（各10〜15分）小学校低学年プログラム（各10〜15分）小学校高学年 プログラム（各10〜15分）小学校中学年

プ ロ グ ラ ム1　〜 3　月 の

『ヘビのひみつ』
写真・文／内山りゅう　1,320円（ポプラ社）

2025年の干支は「巳（ヘビ）」。ちょっと変わっ
ていて、苦手という人も多い生きもののひと
つですが、実は不思議で、おもしろい秘密が
いっぱいあるようです。

干支・巳

『たくさんのドア』
文／アリスン・マギー　絵／ユ・テウン　訳／なかがわちひろ
1,540円（主婦の友社）

あなたはこれから、たくさんのドアを開けな
がら進んでいきます。ドアの向こうには、何が
あるのでしょう？ 不安なことがあっても大丈
夫。あなたは守られていますよ。

旅立ち

『こんやは まめまき おには そと！』
脚本／すとうあさえ　絵／夏目尚吾
2,090円（童心社）

節分の日、たぬきちは、おばあちゃんに豆ま
きの豆を届けに行きます。途中で出会った友
だちにも分けていたら、豆はどんどん減って
しまいました。

紙芝居

『たのしみだな、おしょうがつ』
脚本／あべしまこ　絵／土田義晴
2,090円（童心社）

ふうたは、おじいちゃんの家の物置で、使わ
なくなっていた杵と臼を見つけました。押し
入れでは知らないおもちゃも見つけ、お正月
が楽しみになりました。

紙芝居

『ながぐつをはいたねこ』
原作／ペロー　脚本・絵／堀内誠一
3,080円（童心社）

父親が死んで、途方に暮れる若者を救ったの
は、少し変わった１匹のネコでした。そのネ
コは、口をきいたのです。そして、奇想天外な
方法を実行していきました。

紙芝居

行 事 絵 本・季 節 の 絵 本

対象別おはなし会のプログラムです。
ここで紹介する絵本や紙芝居は、
ご家庭での読みきかせにもおすすめです。
ブックガイドとしてもご活用ください。

テーマ： よい一年でありますように1月

❶『つららが ぽーっとん』
文／小野寺悦子　絵／藤枝つう　
品切れ中（福音館書店）

つららから落ちるしずくの音で、春との距離が
わかります。しずくの速度を大切に。Allegretto

（やや速く）になると……、近い近い、春は近い。

❷『めざましくん』
作・絵／深見春夫　
1,870円（徳間書店）

春を起こすなんて超最強の音。刻々と変化す
るめざましくんの顔（文字盤）にも注目です。

❸『はるかぜのたいこ』
作／安房直子　絵／葉 祥明　
1,430円（金の星社）

たたくたびに春が浮かびあがります。なんて
すてきな太鼓！　クマのお店には秋風や冬風、
いろんな季節の太鼓も売っているのかなぁ。

❶『オニの ふろめぐり』
作／岡田よしたか　
1,320円（小学館）

ポンポン飛び交う大阪弁が魅力です。でも、お
風呂で大谷選手の真似は「あかん、あかん」。

❷『こんにちは おにさん』
作／内田麟太郎　絵／広野多珂子　
1,100円（教育画劇）

鬼は乱暴者で恐ろしい？　いえいえ鬼のイメー
ジが一変、友だちになりたくなる本です。

❸『いろいろ おにあそび』
作／加古里子　
1,100円（福音館書店）

これこそ鬼が主役、いないと始まりません。さ
て、今日は何の鬼遊びをしますか？

❶『えんぎがいい』
作／雨宮尚子　
品切れ中（白泉社）

縁起ものって多種多様だね。タコさんまでと
は驚き。みんなの縁起がいいものは何かな？

❷『おおきな かべが あったとさ』
文／サトシン　絵／広瀬克也　
1,650円（文溪堂）

目の前の試練は大きな川。「どうする、どうす
る？」。子どもたちと一緒に考えてみませんか？

❸『げんきだしていこう！のおまじない』
作／西平あかね　
1,430円（大日本図書）

読み終わったらみんなで「ふっとんだ～」をやっ
てみよう！　ねっ、いい気分になるでしょ。

テーマ： ２月の主役はわれら鬼2月

テーマ： 春を呼ぶ音3月

テーマ： にゃんともすてき！テーマ： 今年は巳年 1月1月

❶ ❶

❶

❶

❶

❶

❶

❶

❶

❶『ヨルとよる』
作／あさのますみ　
絵／よしむらめぐ　
1,540円（教育画劇）

同じ時間の違う世界がひとつに重なります。
ともに過ごすことで知る驚きや発見、共感のイ
メージをふくらませて読んでみましょう。

❷『どろぼうねこの おやぶんさん』
文／小松申尚　
絵／かのうかりん　
1,320円（文芸社）

どろぼうネコの恩返し。のんびりとした毎日 
と、手助けを決意したところで場の雰囲気が
変わります。ここが読み方の切り替えポイント。

❶『へび のみこんだ 
 なに のみこんだ？』
作／tupera tupera
2,200円（えほんの杜）

存在感があり、遠目がききます。横長なので持
ち方を工夫して、最後の場面までゆっくりと見
せましょう。

❷『へびのクリクター』
作／トミー・ウンゲラー　訳／中野完二　
1,100円（文化出版局）

息子から母に贈られた１匹のヘビをめぐるお
はなし。前半に出てくる長いヘビの種類もテ
ンポよくしっかり伝えましょう。

❸『ヘビと船長　
 フランス・バスクのむかしばなし』
文／ふしみみさを　絵／ポール・コックス　
1,760円（BL出版）

読む順序に注意して、必要に応じて絵を指で
さしながら読んでください。鮮やかな色彩と
展開のおもしろさに引き込まれます。 ❶『おおいなる だいずいちぞく』

作／はしもとえつよ　
1,650円（偕成社）

大豆の育ち方と変身が楽しくわかります。「マ
メちしき」はその場に合わせて読まなくても
大丈夫。とにかく、楽しくを一番に。

❷『おふくさん』
文・絵／服部美法　
1,430円（大日本図書）

豆で追いはらいたい怖い鬼も、おふくさんの
手にかかれば怖くない。おはなしと一緒に、
子どもたちとにらめっこも楽しんでみてはい
かが。

❶『これは本』
作／レイン・スミス　
訳／青山 南　
1,430円（BL出版）

パソコンの得意なロバくんと、本の好きなサ
ルくんのやりとりがおもしろいです。ふたりの
会話の進み方に強弱を。文字なしページも大
切に。

❷『ぼくは なんの ほん？』
作／カロリーナ・ラベイ　
訳／はせがわけい　
1,870円（光文社）

本を手にとってもらう。読んでみる。繰り返し
読む。伝える。たくさんの本が、ダスティーの
ようになったらすてきですね。その気持ちと
ぬくもりを、読みきかせの言葉に添えて。

❶『おじいちゃんのコート』
文／ジム・エイルズワース　絵／バーバラ・マクリントック　
訳／福本友美子
1,760円（ほるぷ出版）

祖父の人生に寄り添った１着のコート。影も
形もなくなっても、決してなくならないものが
あることに心が動かされます。

❷『アンナの赤いオーバー』
文／ハリエット・ジィーフェルト　絵／アニタ・ローベル　
訳／松川真弓
1,430円（評論社）

何もかもが不足していた時代、１着の上着を
あつらえるには大変な手間がかかりました。
中表紙の絵もよく見せて。

❶『さくらがさくと』
作／とうごうなりさ　
1,540円（福音館書店）

何げなく目にしているサクラが、急に身近な
存在に感じられます。大きめの本なので、左右
どちらかが下がらないよう、持ち方に気をつ
けて。

❷『エリザとさくらのものがたり』
文／小手鞠るい　絵／大野八生
1,760円（少年写真新聞社）

日本のサクラが海を越えてアメリカでも愛さ
れるようになるまでの、史実に基づくおはなし。
エリザの平和への思いを最後のページまで大
切に。

❷

❷

❷

❷

❸

❸

❸

❷

❸

❷

❷

❷

❷

テーマ： 大豆の日2月

テーマ： コートをめぐるおはなし2月

テーマ： 本があなたを呼んでいます！3月

テーマ： サクラ咲く季節に3月

※当財団（JPIC）では読書を通して国民の生涯学習推進・読書活動の推進のために、1993年より「JPIC読書アドバイザー養成講座」を開設。読書や出版について体系的に学習する講座です。
　JPIC読書アドバイザークラブ（JRAC）とはこの講座の修了生の有志により自主活動しているクラブ。全国に約660名が在籍、地域のおはなし会などで活躍しています。

（岩井淳子）（古市未央） （増田穂里） （安冨ゆかり）

※
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多
く
の
授
業
で
絵
本
を
使
い

絵
本
を
通
し
て
学
ん
で
い
る

　

本
学
で
は
、本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
教

員
が
、多
く
の
授
業
で
絵
本
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
諭
免
許

状
取
得
の
た
め
の「
教
育
実
習
指
導
」、

保
育
士
資
格
取
得
の
た
め
の「
保
育

実
習
指
導
Ⅰ
」で
は
、1
年
の
と
き
か

ら
絵
本
を
必
ず
取
り
扱
い
ま
す
。
読

み
き
か
せ
の
準
備
や
方
法
、絵
本
の
持

ち
方
や
め
く
り
方
な
ど
を
教
え
た
あ

と
、小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
互
い
に

「
読
み
あ
い
」を
行
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
、み
ん
な
の
前
で
ク
ラ
ス
全
体
に
向

け
て
読
み
き
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、幼
児
教
育
科
長・松
本
純
子

教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、特
に
絵
本
を
通
し

た
学
び
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
実
習
を
終
え
、自
信
を
持
っ
て
絵

本
を
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
保
育
実
習
室
」で
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
保
育
実
習
室
は
、中
規
模
サ

イ
ズ
の
部
屋
の
中
に
講
義
室
ス
ペ
ー
ス

と
コ
ル
ク
敷
き・床
暖
房
完
備
の
保
育

室
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、学
生
は
授
業
中

に
両
方
を
移
動
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
き
か
せ
だ
け
で
な
く
、

「
保
育
指
導
法
演
習
」で
は
模
擬
保
育

や
ベ
テ
ラ
ン
保
育
者
に
よ
る
保
育
を
子

ど
も
の
立
場
で
受
け
る
体
験
、「
保
育

カ
リ
キ
ュラ
ム
論
」や「
乳
児
保
育
Ⅱ
」

で
は
幼
児
教
育
や
乳
児
保
育
に
お
け

る「
環
境
構
成
」
を
考
え
る
場
と
し

て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
私
の
ゼ
ミ
で

も
、学
生
の
要
望
に
応
え
、こ
の
保
育

室
に
近
隣
の
親
子
や
本
学
卒
業
生
親

子
に
来
て
い
た
だ
い
て
、ふ
れ
あ
う
機

会
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、図
書
館
に
は
学
生
た

ち
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
、絵
本
が
約

４
９
０
０
冊
、紙
芝
居
が
約
６
０
０
点

並
び
、大
型
絵
本
な
ど
も
多
数
収
蔵

し
て
い
ま
す
。
各
教
員
の
研
究
室
な

ど
に
も
、本
学
の
予
算
で
購
入
さ
れ
て

本
学
図
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る

絵
本
が
図
書
館
と
は
別
に
１
３
０
冊

以
上
あ
り
、そ
れ
以
外
に
そ
れ
ぞ
れ

が
私
費
で
購
入
し
た
絵
本
や
児
童
書

も
置
い
て
、学
生
た
ち
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、学
生
同
士
で

「
読
み
き
か
せ
ご
っ
こ
」を
し
た
り
、こ

ど
も
園
を
訪
ね
て
実
際
に
読
み
き
か

せ
を
し
た
り
と
いっ
た
活
動
を
通
し
て
、

絵
本
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、学
生
の
意
欲
を
引
き
出
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

絵
本
の
読
み
き
か
せ
に
は

正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

　

絵
本
を
取
り
上
げ
る
授
業
の
ひ
と
つ
、

「
子
ど
も
の
文
化
と
言
葉
」で
は
、絵

本
を
は
じ
め
と
し
た
言
葉
に
関
す
る

児
童
文
化
財
を
最
も
多
く
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
遊
び
を
豊
か
に

展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
、絵
本
や

紙
芝
居
、人
形
劇
、ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
な
ど
の
児
童
文
化
財
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
や
強
み
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
絵
本
は
、読
み
手
と
聞
き
手
と

絵
本
を
通
し
て
心
が
動
く
体
験
や

自
分
の
心
世
界
に
浸
る
体
験
を

　

保
育
で
は
季
節
感
を
と
て
も
大
事

に
し
て
い
る
の
で
、季
節
に
合
わ
な
い

絵
本
を
読
み
き
か
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
将
来
の
保
育
者

と
し
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
の
で
、私

は
授
業
の
テ
ー
マ
と
は
別
に
、学
生
が

季
節
は
ず
れ
の
絵
本
を
取
り
上
げ
よ

う
と
し
た
ら
そ
の
つ
ど
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、絵
本
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て

本
当
に
学
生
に
望
ん
で
い
る
の
は
、心

が
動
く
体
験
や
お
は
な
し
を
共
有
す

る
中
で
他
者
と
心
が
ひ
と
つ
に
な
る
よ

う
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
、子
ど
も
と
の
か
か
わ

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の一
方
で
、深
く
自
分
の
心
の
世

界
に
浸
っ
て
い
く
よ
う
な
体
験
を
し
て

ほ
し
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
や

児
童
書
と
い
う
心
を
揺
ら
す
も
の
を

通
し
て
、自
分
の
心
の
ヒ
ダ
、奥
行
き

を
感
じ
る
こ
と
が
、将
来
出
会
う
子

ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
の
ヒ
ダ

を
尊
重
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

た
だ
、私
は
、「
絵
本
や
児
童
書
の

読
み
手
の
主
役
」は
子
ど
も
に
し
た
い

の
親
密
な
関
係
性
の
う
え
で
成
り
立

ち
、肉
声
で
伝
え
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
と
いっ
た
特
徴
や
強
み
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、学
生
に
も
園
で
出

会
う
保
護
者
た
ち
に
も
、「
う
ま
く
読

め
な
い
か
ら
読
ま
な
い
」と
い
う
人
が

少
な
く
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、絵
本
を
魅
力
的
に
読
む
ス
キ

ル
が
あ
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、絵
本

の
読
み
き
か
せ
に
は
正
解
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
キ
ル
に
こ
だ

わ
る
よ
り
も
、絵
本
を
通
し
て
自
分

な
り
に
子
ど
も
と
の
あ
た
た
か
な
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
、と
伝
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

絵
本
の
読
み
き
か
せ
や
模
擬
保
育

な
ど
に
保
育
実
習
室
を
活
用

　

絵
本
の
読
み
き
か
せ
は
、本
学
内
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
書
店
を
営
む

母
の
も
と
で
本
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
り
、

自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
中
で
出

合
っ
た
絵
本
や
児
童
書
は
、私
の
心
の

宝
物
で
す
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た

が
、子
ど
も
は
や
が
て
自
分
で
本
を
読

む
よ
う
に
な
り
、絵
本
を
卒
業
し
て
い

き
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
読
み
手
は
子
ど

も
を
主
役
に
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
、

保
育
者
は
絵
本
や
児
童
書
に
だ
け
詳

し
け
れ
ば
い
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
。
本

当
に
深
い
読
書
体
験
を
し
、読
み
手
と

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
、子
ど
も

が
絵
本
や
児
童
書
の
世
界
に
没
頭
し

て
そ
の
中
を
生
き
る
、そ
う
い
う
心
を

感
じ
と
れ
る
こ
と
と
リ
ン
ク
し
て
い
る

と
思
う
の
で
す
。

　

昨
今
、保
育
の
現
場
で
は
、読
み
き

か
せ
後
に「
何
が
出
た
か
」「
ど
ん
な

こ
と
を
言
っ
た
か
」な
ど
を
子
ど
も
た

ち
に
尋
ね
た
り
、感
想
を
言
わ
せ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
で
は
、子
ど
も
は「
お
は
な
し
の
世

界
」を
ち
ゃ
ん
と
感
じ
き
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
に
は
、無
理
に

言
葉
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
生
む「
ふ
く

ら
み
」
を
感
じ
と
れ
る
よ
う
な
保
育

者
に
な
って
ほ
し
い
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん

の
願
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

保
育
現
場
の
先
生
た
ち
は
、養
成
校
で
絵
本
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
京
成
徳
短
期
大
学
の
事
例
を
大
國
ゆ
き
の
さ
ん
に
伺
う
2
回
目
で
す
。 

取
材
・
文
／
荒
木
晶
子

第
18
回

保育実習室の保育室スペースには、子どもサイズの机やイス
が置かれています。保育実習室の隣にあるトイレも子どもサ
イズです。

保育実習室には、教材やおもちゃを整理・保管する倉庫を併
設。保育する子どもの年齢や発達の程度に応じてセッティン
グします。

大國ゆきの 
おおくに・ゆきの

東京成徳短期大学幼児教育科教授。
発達相談などに従事したあと、1995年よ
り保育者養成にあたる。発達心理学・子
ども家庭支援の心理学などを担当。最近、
かつての教え子の子どもたちが入学してく
れることが増えてとてもうれしく思っている。

著作権保護コンテンツ
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と

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
や
は
り
、こ
の

会
が
な
かった
ら
、出
版
物
と
し
て
の
点

字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
も
、こ
こ
ま
で
増

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
て
ん
や
く
絵
本
」
づ
く
り
で

大
切
な
こ
と
は
3
つ

「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」で
貸
し
出
す
た
め

の
、手
づ
く
り
の“
て
ん
や
く
絵
本
”を

製
作
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

は
、現
在
、日
本
全
国
に
約
１
０
０
人
い

ま
す
。
ピ
ー
ク
時
は
年
間
３
０
０
～

３
５
０
冊
の“
て
ん
や
く
絵
本
”を
製
作

し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や

高
齢
化
で
引
退
し
た
方
も
い
て
、現
在

製
作
し
て
い
る
冊
数
は
、年
間
２
５
０

冊
く
ら
い
に
なって
い
ま
す
。

“
て
ん
や
く
絵
本
”の
製
作
に
お
い
て
、

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が
３
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、作
者
の
意
図
を

壊
さ
な
い
こ
と
で
す
。“
て
ん
や
く
絵
本
”

に
す
る
際
は
、市
販
の
絵
本
に
、絵
の
形

に
切
り
抜
い
た
シ
ー
ト
を
貼
り
、絵
の

説
明
を
点
字
で
書
き
添
え
ま
す
。
絵

の
シ
ー
ト
を
貼
る
際
、雑
に
貼
って
形
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
ら
、作
者
の
意
図
と

は
違
う
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
説
明

文
に
し
て
も
、お
か
し
な
文
章
を
書
い

た
ら
、作
者
の
意
図
を
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

絵
本
は
、見
え
な
い
人
、見
え
る
人

に
か
か
わ
ら
ず
、読
者
が
読
ん
で
、さ
わっ

て
、自
由
に
感
じ
取
っ
て
い
い
も
の
の
は

ず
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
、点
訳
者
が

感
じ
た
こ
と
を
説
明
文
に
書
く
の
は
、

絶
対
に
御
法
度
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、点

訳
者
が「
作
者
は
こ
ん
な
意
図
で
書
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
な
」
と
感
じ
る
の
は
、

自
由
で
す
。
で
も
、そ
れ
を
文
章
化
し

て
し
ま
う
と
、読
者
は
そ
れ
に
左
右
さ

れ
て
、自
由
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
に
、見
た
も
の

を
言
葉
に
代
え
る
。
そ
れ
が
大
切
な
の

で
す
。

　

ふ
た
つ
目
は
、シ
ー
ト
を
貼
る
際
に
、

見
え
る
読
者
に
と
っ
て
、
違
和
感
の
な

い
貼
り
方
を
す
る
こ
と
で
す
。
た
と

え
ば
、５cm
四
方
の
絵
を
点
訳
者
が
勝

手
に
３cm
に
小
さ
く
し
た
り
、シ
ー
ト

を
深
く
重
ね
て
貼
る
の
は
、ダ
メ
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
と
、

シ
ー
ト
を
貼
っ
た
絵
と
、
そ
の
後
ろ
に

あ
る
絵
が
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、み
っつ
目
は
、見
え
な
い
読

者
に
とって
、わ
か
り
や
す
い
絵
の
表
し

方
を
す
る
こ
と
で
す
。
見
え
る
人
に
違

和
感
の
な
い
よ
う
シ
ー
ト
を
貼
る
こ
と

と
、見
え
な
い
人
に
わ
か
り
や
す
い
絵
の

点
字
つ
き
絵
本
の
普
及
は

横
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ

　

１
９
９
６
年
秋
に
出
版
し
た
、国
内

初
の
フ
ル
カ
ラ
ー
の
点
字
つ
き
絵
本

『
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ 

チ
ョッ
キ
ン
』を
足
が
か

り
に
し
、点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
の
出

版
に
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
た
ら
…
…
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
、

２
０
０
２
年
４
月
、出
版
社
と
印
刷
会

社
、そ
し
て
、子
ど
も
の
本
の
関
係
者

に
呼
び
か
け
、「
点
字
つ
き
絵
本
の
出
版

と
普
及
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ
せ

表
し
方
を
す
る
こ
と
は
相
反
す
る
の
で

す
が
、こ
こ
は
折
り
合
い
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

見
え
な
い
人
に
わ
か
り
や
す
い
表
現

の
仕
方
と
い
う
の
は
、絵
を
貼
る
ほ
う

が
わ
か
り
や
す
い
の
か
、
説
明
文
に
す

る
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
の
か
、
適
切

な
選
択
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、勉
強
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
の

で
、点
訳
者
の
方
に
は
点
訳
絵
本
のつ

く
り
方
の
テ
キ
ス
ト
や
、つ
く
り
方
の
マ

ニュ
ア
ル
を
収
め
た
動
画
で
、学
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

親
の
ぬ
く
も
り
と
愛
情
を

子
ど
も
は
心
で
受
け
と
る

　

今
年
、40
周
年
を
迎
え
た「
ふ
れ
あ

い
文
庫
」で
は
、か
つ
て
わ
が
子
と
絵
本

を
楽
し
む
た
め
に
利
用
し
て
い
た
方
が
、

今
度
は
孫
と
楽
し
み
た
い
と
いって
、利

用
を
再
開
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

親
子
で
絵
本
を
読
む
こ
と
の
大
切

さ
に
つい
て
語
る
際
、一
般
的
に
は
子
ど

も
の
思
考
力
や
想
像
力
の
向
上
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、子
ど
も
を
ひ

ざ
に
の
せ
て
、親
子
で
１
冊
の
絵
本
を

楽
し
む
こ
と
に
よって
、子
ど
も
は
親
の

ぬ
く
も
り
と
愛
情
を
心
で
受
け
とって

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
肌
の
ぬ
く
も

ま
し
た
。

　

会
で
は
最
初
に
、約
70
社
の
出
版
社

に
呼
び
か
け
て
情
報
を
収
集
し
、さ
わっ

て
楽
し
め
る
絵
本
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
定
期
的
に
改

訂
さ
れ
て
お
り
、現
在
は
第
８
版
に
なっ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、07
年
に
小
学
館
が『
き
か

ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス　

な
か
ま
が
いっ
ぱ
い
』

『
ド
ラ
え
も
ん　

あ
そ
び
が
いっぱ
い
』の

２
冊
を
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
と
し
て

出
版
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、他
の
出

版
社
も
少
し
ず
つ
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵

本
を
製
作
す
る
よ
う
に
な
り
、現
在
で

は
約
30
冊
の
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
が

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、点

字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
を
出
版
し
た
い
と

考
え
て
い
る
出
版
社
の
担
当
者
が
、す

で
に
点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
を
出
版
し

て
い
る
他
の
出
版
社
の
担
当
者
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
らった
り
、情
報
交
換
し

た
り
で
き
る
横
のつ
な
が
り
が
あ
る
こ

と
で
す
。
ふ
だ
ん
は
子
ど
も
の
本
を
出

版
し
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
同
士
で
す
か
ら
、

よ
そ
の
会
社
に
行
っ
て
、「
お
た
く
で
は

点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
を
出
し
て
い
ま

す
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
出
し
た
の
で
す

か
」
と
は
到
底
聞
け
な
い
で
し
ょ
う
。

点
字
つ
き
さ
わ
る
絵
本
に
一
か
ら
向
き

合
う
と
な
る
と
、完
成
ま
で
に
相
当
の

り
や
親
の
愛
情
は
形
に
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、目
に
見
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、子
ど
も
は
抱
き
し

め
ら
れ
る
と
心
が
安
定
し
ま
す
。
ひ
ざ

の
上
で
感
じ
とっ
た
親
の
ぬ
く
も
り
は
、

安
心
感
へ
と
つ
な
がって
い
く
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、親
子
で
絵
本
を
楽
し

む
こ
と
の
原
点
で
あ
る
と
、私
は
思
って

い
ま
す
。
親
か
ら
愛
情
と
ぬ
く
も
り

を
し
っ
か
り
受
け
と
っ
た
子
ど
も
は
、

大
き
く
な
って
他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、私
の
中
に
は
、絵
本
は「
見
る

も
の
」
と
い
う
概
念
を
、「
見
て
、さ
わ

る
も
の
」に
変
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
視
覚
で
絵
本
を
楽

し
み
、指
で
ふ
れ
て
、そ
の
指
先
か
ら
伝

わ
る
感
覚
を
感
じ
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
で
、子
ど
も

た
ち
の
想
像
力
は
さ
ら
に
広
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

読
み
き
か
せ
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
も
、ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
が
見

て
、聞
い
て
、ふ
れ
て
、全
身
で
楽
し
む

体
験
を
促
し
て
い
た
だ
け
る
と
、と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

親子で絵本を楽しみたいと“てんやく絵本”を考案し、その製作と全国への無料貸し出しを行う
「てんやく絵本 ふれあい文庫」を主宰する、岩田美津子さん。前号に続き今号では、岩田さんが代表を務める

「点字つき絵本の出版と普及を考える会」の成り立ちと、親子で絵本を読むことの大切さについて、お話しいただきます。
取材・文／小山まゆみ

第15回すべての子どもたちに笑顔を

『わたしのくつしたはどこ？ 
 ゆめみるアデラと目のおはなし』
文／フロレンシア・エレラ　絵／ベルナルディータ・オヘダ
訳／あみのまきこ　1,870円（岩崎書店）

最初は、お気に入りの赤い靴下が見
つからないという些細なことでした。
通い慣れた職場への道を間違えたり、
研究でフラスコを取り違えたり……。
穴あき絵本ですが、ページをめくるた
び、その穴が小さくなっていきます。
それが、アデラが見えている視野だと
気づいたとき、アデラとともに読者も
この先どうしたらいいのか、考えます。

『ぼくは まっくろ』
文／原 陽子
絵／山本久美子
1,320円（リーブル）

ロロは盲導犬の候補として
生まれ、訓練を受けたのち、
ユーザーのしゅうくんと出
会いました。最初は下ばか
り見ていたしゅうくんでし
たが、次第にできることや
行ける場所が増えて世界
が広がりました。そして、
10年をともに過ごします。

岩田美津子 
いわた・みつこ

1952年福岡県生まれ。福岡県
立北九州盲学校卒業。84年、
自宅に「点訳絵本の会 岩田文
庫」を開設、てんやく絵本の製作
と貸し出しを始める。96年、点字
つき絵本『チョキチョキ チョッキン』
を出版。98年4月「IBBY朝日国
際児童図書普及賞」受賞。「点
字つき絵本の出版と普及を考え
る会」代表。

目が不自由なことをテーマにした絵本
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